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2040～2050年の日本の科学技術・社会像
（政府全体／内閣府・経産省・NISTEP）

2050年
「地球規模課題の解決」と「超高度デジタル社会の成熟」が求められる

2040年
「多様化・分散化・人間中心化」が同時進行する転換点
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SPring-8利用企業
サンビーム共同体
（＊１）、住友電工
三井化学、中外製薬
パナソニック エナジー
（54社、３団体）

技術立国の基盤
①AI/半導体 ③量子

④合成生物学・バイオ

持続可能社会の実現

⑧フードテック

⑨資源・エネルギー・GX

⑬マテリアル

国際連携と安全保障の両立

⑮防衛産業⑤航空宇宙

超スマート社会

⑯情報通信 ⑥デジタル・
サイバーセキュリティ

＊１ 東芝、住友電工、豊田中研、川重、
ダイセル、パナソニック エナジー、KOBELCO

【成長１７分野】
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2050年の日本の科学技術・社会像
（政府全体／内閣府・経産省・NISTEP）

結論：2050年は「地球規模課題の解決」と「超高度デジタル社会
の成熟」が同時に求められる。

● 社会像（政府横断）
• Society 5.0 の成熟形：高度に統合されたサイバー・フィジカ
ル社会

• 人口減少社会の新モデル：少人数でも高い生産性を維持
• 地球環境制約への適応：カーボンニュートラル達成、循環経済
の完全実装

• 国際秩序の変動への対応：技術・経済安全保障が国家戦略の中
心

● 科学技術の方向性
• AI・量子・バイオの三位一体化：自律型AI、量子計算、合成生
物学

• エネルギー転換：水素、核融合、次世代蓄電池
• 超スマート社会：自律交通、分散電力網、ロボット共生
• 健康・長寿：老化制御、再生医療、脳科学の応用
● 政策的含意
• 技術主権の確保（半導体・AI・量子）
• カーボンニュートラルに向けた産業構造転換
• 国際連携と安全保障の両立
• 科学技術への長期投資（10〜20年スパン）

2026年4月28日
(公財)高輝度光科学研究センター
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井上哲也
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2040年の日本の科学技術・社会像
（文科省／NISTEP 第11回予測）

結論：2040年は「多様化・分散化・人間中心化」が同時進行する転換点。
● 社会像（4つの基本方向）
• Humanity（人間性の再興）：AI・自動化の進展により、人間の創造性・
共感・判断が価値の源泉に

• Inclusive（包摂社会）：高齢化・多様化に対応し、誰もが参加できる社会
システム

• Sustainability（持続可能性）：気候変動・資源制約に対応した循環型社
会

• Curiosity（好奇心駆動）：科学・探究が生活に浸透し、学びが常態化
● 科学技術の方向性
• AI×リアル空間：自律移動、スマートインフラ、デジタルツイン
• 健康・医療：個別化医療、遠隔医療、予防中心の健康管理
• 環境・エネルギー：再エネ高度化、蓄電池革新、資源循環
• 材料・製造：超軽量材料、マイクロファクトリー、分散型生産
● 政策的含意
• 科学技術の「社会実装力」が国家競争力を左右
• 人材育成（STEAM・越境型人材）が最重要
• データ連携基盤の整備が不可欠
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SPring-8利用推進協議会
運営委員会戦略１７分野

関連する１１分野の
企業様より
プレゼンいただく。
①AI/半導体
③量子
④合成生物学・バイオ
⑤航空・宇宙
⑥デジタル・サイバ
⑧フードテック
⑨資源・エネ・GX
⑪創薬・医療
⑬マテリアル
⑮防衛産業
⑯情報通信
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